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し

治拡

き
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封

建

客

室

2
2
5主

ず

闘

は

、

b
が
図
民
生
活
構
遣
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
氏
妻
、
問
が
形
暴
走
て
再
現

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
在
羽
車
に
述
べ
る
と
、
先
す
純
粋
の
血
縁
白
開
係
に
基
い
て
統
制
せ
ら
れ
た
集
聞
か
ら
、
氏
ノ
上
白

袖
川

L
を
背
景
と
す
る
斑
胤
削
・
底
力
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
れ
る
集
関
、
更
に
そ
れ
に
刻
う
る
陀
武
力
主
以
て
す
る
集
圏
へ
と
襲
質
し
た

上
代
む
氏
族
制
皮
此
、
大
化
改
新
に
際
し
て
政
治
機
構
か
ら
一
肱
除
外
せ

ιれ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
以
先
に
因
遺
・
燃
主
左
左
忙

任
ぜ
ら
れ
て
い
た
群
小
の
氏
ノ
上
は
、
優
勢
な
氏
ノ
上
が
中
火
白
顛
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
白
と
同
様
に
、
改
め
て
郡
司
な
苫
也
地
方
的
官

職
に
就
き
、
そ
う
で
危
い
者
も
氏
自
長
者
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
-
去
に
地
方
楽
放
と
し
て
引
積
雪
陰
然
た
る
勢
力
を
保
持
し
、
そ
の
家
来

筋
白
者
と
は
勿
論
、
新
附
の
百
姓
と
の
開
花
も
氏
族
制
的
な
或
は
主
従
的
危
闘
係
を
結
ん
だ
。
そ
し

u

て
彼
等
は
や
が
て
、
律
令
制
皮
白

下
に
生
れ
た
中
心
八
心
症
凶
貴
放
を
排
除
し
、
武
家
集
閤
の
棟
梁
と
し
て
立
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
始
め
私
的
段
集
闘
に
す
ぎ
記
か
っ

た
武
家
集
問
が
、
会
心
集
倒
止
し
て
金
幽
に
蹴
充
し
、
全
幽
白
政
治
を
煙
る
に
至
。
た
と
き
・

の
で
あ
る
。

と
と
に
中
世
封
建
制
度
の
成
立
在
見
た

か
止
う
に
武
家
集
凶
が
氏
旅
集
闘
の
登
嵐
形
態
と
し
て
立
現

b
れ
た
む
は
、
大
化
改
新
乃
主
は
律
令
制
度
が
、
改
特
別
前
白
岡
家
組
織
'

上
代
世
官
mw
封
建
制
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六
十
三
巻

六
五

車
三
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四
腕



、

上
代
世
骨
内
封
建
制

第
六
十
空
巻

占，、
六

事
一
日
一
、
凶
貌

枇
合
構
造
主
根
祇
か
ら
煙
車
ず
る
悦
質
の
も
白
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
起
る
ほ
ど
改
新
陀
よ
っ
て
所
諮
八
位
地
公
民
制
度
が
寅
現
し
、

わ
が
閣
は
一
臆
集
椿
的
注
統
一
樹
家
と
お
っ
た
。
併
し
そ
れ
は
、
統
一
向
闘
力
の
形
成
に
障
碍
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
若
干
D
大
友
る
氏

/
上
の
勢
力
を
排
除
す
る
己
主
忙
な
う
て
、
泊
り
来
る
大
隈
勢
力
に
拾
抗
せ
ん
と
し
、
漢
土
白
統
一
回
凶
日
夜
形
態
に
慣
れ
て
形
遣
ち
れ
た

も
白
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
天
皇
を
中
心
と
す
る
闘
家
的
統
一
に
よ
っ
て
そ
の
立
場
主
損
b
れ
お
い
人
そ
進
ん
で
そ
の
立
場
主
日
府
有

利
に
展
開
し
得
る
人
々
は
、
そ
の
私
地
私
民
を
一
一
肱
公
地
公
民
と
し

τ献
げ
て
も
、
一
そ
の
愛
草
忙
参
聾
し
た
D
で
あ
っ
て
、
現
に
改
新

の
結
果
、
彼
等
は
中
央
地
方
忙
官
僚
と

L
て
頗
る
重
要
友
地
位
を
占
め
、
岡
家
か
ら
保
障
せ

E
れ
た
土
地
そ
の
他
の
塑
富
段
牧
入
源
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

E
D
岡
家
的
保
障
が
過
賞
に
擁
大
せ
ら
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
が
張
関
制
度
ぞ
あ
る
と
す
れ
ば
、
弟
関
制
度
は
、
上
惑

の
如
音
特
質
の
大
化
改
新
乃
至
律
令
制
度
か
ら
生
十
ペ
き
必
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
延
関
貴
族
が
改
新
前
の
有
勢
左
氏
ノ
上
回

系
統
を
引
く
人
々
で
あ
っ
た
に
し

τも
、
既
に
改
新
を
粧
過
し
て
い
る
以
上
、
荘
閥
的
な
土
地
人
民
自
所
有
制
度
が
、
改
新
前
白
そ
れ

と
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ

E
も
荘
園
の
殻
濯
に
ょ
う
て
、
全
閣
の
土
地
人
民
に
制
到
す
Z
一
一
冗
的
在
一

統
治
関
係
が
失
わ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
所
謂
中
位
的
封
建
制
度
が
荘
園
を
ほ
胎
と
し
て
成
立
し
た
貼
に
着
目
し
て
、
遊
関
制
度

下
の

b
が
闘
に
封
建
的
契
機
を
見
る
と
と
が
で
吉
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
更
に
改
新
以
前
の
上
代
に
抑
制
っ
て
見

ιる
べ
き
事
柄
で

あ
る
と
考
え
ね
ば
去
ら
由
。
換
言
す
れ
ば
、
中
世
の
封
建
制
度
は
速
く
上
代
に
そ
の
淵
源
乃
至
原
型
を
持
つ
の
で
あ
る
。
勿
論
、
中
世

そ
の
多
く
は
地
方
土
着
の
群
小
の
氏
ノ
上
白
末
背
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

の
封
建
領
主
は
、

上
代
目
氏
ノ
上
白
系
統
を
引
く
と
は
い
え
、

中
世
封
建
制
度
成
立
白
過
程
は
、
と
れ
に
よ
っ

τ下
級
土
着
白
氏
ノ
上
が
、
貴
放
化
し
史
上
級
氏
ノ
上
に
代
っ
て
政
樺
を
握
る
に
至
っ

た
祉
品
問
的
餐
革
の
過
程
で
あ
ヲ
た
と
見
る
と
と
が
で
き
る
。
か
〈
て
中
世
白
封
建
制
度
が
遠
く
上
代
忙
そ
の
泌
を
没
す
る
と
い
っ
て
も
、



問
者
白
閥
係
は
不
透
綾
白
連
続
で
あ
亙
L
」
見
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

E

D
漣
純
を
煤
介
し
た
政
治
過
程
は
、
大
化
改
新
及
は
そ
の
結
果

で
あ
る
荘
園
制
度
で
あ
る
が
、
粧
台
過
程
と
し
て
は
、
生
産
力
の
低
い
農
民
が
引
続
き
枇
舎
の
下
部
構
造
を
な
し
て
い
た
と
と
が
考
え

ら
れ
、
加
融
抽
附
過
棋
と
し
て
は
、
安
換
経
祷
・
貨
幣
経
時
聞
が
未
護
法
白
状
態
に
あ
っ
た
と
と
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。
特
に
大
化
改
新
忙
み
る

政
治
的
在
築
構
的
統
一
日
目
、
明
治
維
新
白
場
合
と
奥
つ

τ、
総
務
的
な
全
図
流
通
と
い
う
裏
付
主
持
た
な
か
っ
た
と
と
は
、
改
新
を
し

て
前
越
の
如
古
性
質
の
も
の
忙
帥
枯
ら
し
め
た
最
も
有
力
な
原
因
で
あ
り
、
ひ
い

τは
封
建
的
な
も
の
を
右
白
よ
う
な
漣
綾
閥
係
に
導
い

た
所
以
で
あ
っ
た
。

註 以

1) て
上
代
I社
舎

を
そ
の
封

建
市l
k 
h 
ν、
て

捉
え

そ
の
集
権
的
傾
向
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

満
州
博
士
「
日
本
法
制
且
」
一
-
一
四
八
買
参
照
。

姑

と

官

職

わ
が
闘
に
沿
い
て
は
、
典
型
的
意
味
で
の
氏
旋
枇
合
白
存
在
を
明
確
に

T
る
と
と
は
で
き
な
い
。
考
古
県
上
の
遺
物
・
遺
跡
が
示
す

最
古
の
欣
態
は
純
血
縁
的
な
共
同
枇
合
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
共
閥
的
よ
な
内
容
は
知
る
に
自
在
く
、
ま
た
文
献
的
史
料
に

よ
っ
て
鋭
わ
れ
る
時
代
は
、
氏
旋
制
度
の
鑓
質
期
で
あ
っ
て
、
祉
合
集
固
と
し
て
は
血
縁
集
圏
よ
り
も
む
し
ろ
地
縁
集
圏
で
あ
る
村
が

世
間
く
浮
び
上
つ

τい
た
。
遠
〈
は
内
問
鴻
士
が
、
氏
は
経
時
間
上
の
共
同
開
慨
で
は
な
く
、
経
梼
車
位
は
家
で
あ
っ
た
と
し
、
家
よ
り
大

な
る
経
梼
単
位
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
地
域
に
往
ん
で
い
一
る
郁
の
民
の
闘
結
、
若
〈
は
一
定
地
域
に
局
主
占
め
て
村
を
な
せ

う
じ

る
も
の
の
間
給
で
あ
る
と
せ

ιれ
、
引
近
〈
は
持
田
博
士
が
氏
が
血
縁
集
闘
で
あ
る
と
の
見
方
を
否
定
し

τ、
E
れ
を
村
と
し

τ描
い
て

居
ら
れ
る
よ
う
陀
占
就
に
農
耕
縦
横
が
護
達
し
、
定
着
生
活
が
確
立
し
て
以
来
の
上
代
白
枇
舎
に
在
け
る
基
本
的
危
経
緯
及
び
批
合
皐

集
=
一
、
四
韓

上
品
川
舵
舎
の
封
建
制

第
六
十
=
一
巻

大
七

コー.

¥ 



ノ

事
コ
一
、
四
規

位
は
村
で
あ
っ
た
。
村
は
本
来
的
に
は
同
一
血
縁
者
白
集
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
分
散
併
合
・
征
服
被
征
服
・
移
住
邦
住
左
ど
白

過
訟
を
即
位
て
非
血
絵
的
要
素
を
取
込
み
、
共
同
の
治
水
及
び
湛
翫
干
共
同
耕
作
の
欄
係
か
ら
、
地
時
料
集
闘
と
し
て
そ
の
輪
廓
を
明
か
忙

じ
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、
共
同
白
神
主
砲
る
こ
と
に
よ
っ
℃
そ
白
成
員
が
互
い
に
同
組
的
関
係
在
意
識
し
、
そ
む
限
り
に
沿
い
て
血

縁
集
闘
で
あ
っ
た
と
す
る
と
と
は
、
選
も
差
支
え
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
モ
の
斡
に
と
そ
純
氏
放
時
代
白
山
持
続
が
存
し
た
わ
け

で
あ
り
、
氏
族
制
度
主
根
幹
と
し

τ上
代
の
歴
史
が
進
展
し
た
跡
を
跡
す
け
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
c

慨
に
農
耕
生
活
が
愛
速
し
て
、
集
闘
の
生
活
を
規
律
す
べ
吉
首
長
を
生
産
活
動
か
ら
解
放
す
る
に
見
る
儀
剰
生
産
物
が
で
き
れ
ば
、

か
か
る
首
長
の
地
位
は
や
が
て
一
般
の
村
人
か

ι府
立
し
同
定
す
る
。
特
に
共
同
む
粗
利
む
祭
胞
と
い
う
と
と
に
関
連
し
て
、
世
襲
化

の
傾
向
を
持
。
。
と
の
地
位
比
あ
る
人
が
即
ち
氏
ノ
上
と
汎
稲
せ
ら
れ
る
人
々
で
あ
ヲ
て
、
個
別
的
に
は
君
・
卑
狗
(
彦
了
卑
蹴
(
卑
担

-

M

幽
)
・
主
・
玉
・
耳
・
健
(
品
開
)
ゑ
ど
と
和
せ

ιれ
た
。
而
も
人
口
の
時
加
や
欲
望
の
埼
詮
は
、
村
落
問
む
組
職
や
征
服
被
征
服
の
闘

今
そ
d
S
3
あ

係
を
拡
大
し
た
の
で
あ
り

τ、
榊
武
紀
に
『
邑
に
岩
あ
り
、
村
に
長
あ
り
、
各
自
ら
騒
を
分
ち
て
川
て
相
凌
繰
は
し
む
』
の
と
あ
る
の

は
、
中
市
む
朕
態
を
窮
し
た
も
D
K
外
危
ら
な
い
。

、
ー

上
品
目
世
骨
の
封
建
制

第
六
十
三
巻

六
八

四

共
同
色
生
活
地
盤
と
し
て
蹴
に
土
地
主
持
つ

τい
る
以
上
、
村
は
そ
れ
自
身
領
」
」
的
風
出
家
の
船
積
で
あ
る
と
共
に
、
領
土
図
家
の
組

成
要
索
と
し
て
の
唆
絡
を
持
。
。
事
賞
、
村
ム
は
統
合
せ
ら
れ
て
領
土
的
小
闘
家
陀
な
り
つ
つ
あ
う
た
。
と
の
統
合
忙
は
棋
の
統
合
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
重
要
視
す
べ
き
は
縦
白
統
合
で
あ
っ
て
、
折
ロ
博
士
が
『
村
々
の
君
主
は
、
次
第
に
強
い
村
の
泊
主
に
従
え
ら

れ
て
ん
約
昔
、
村
々
拡
大
宮
左
村
由
下
忙
併
合
せ
ら
れ

τいわっ
τ、
火
吉
な
村
の
稿
す
る
闘
名
が
、
村
々
を
と
め
て
し
ま
う
と
と
忙
な
っ

た
』
匂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
吸
い
村
を
巾
心
忙
し
て
統
合
は
進
行
し
た
。
占
ん
も
、
と
れ
に
よ
っ

τ村
の
内
部
構
造
に
は
大
な
る
強
化

怯
起
ら
訟
か
O
た
。
と
い
ち
白
は
、
強
い
村
が
そ
む
地
域
主
搬
大
す
る
と
い
う
仕
方
で
で
は
注
〈
、
村
が
そ
の
ま
ま
で
他
白
村
に
従
う



形
、
印
ち
君
主
が
君
主
に
従
う
形
で
統
合
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
司
そ
し
て
統
合
し
た
君
主
は
、
全
帽
の
氏
ノ
上
と
し
て
統
合
苫
れ

た
号
上
に
陥
ム
だ
か
ら
、

E
E
L
も
民
族
制
度
の
名
銭
ー
り
が
摺
め
ら
れ
た
。

が
主
う
な
統
合
白
過
程
を
経

τ生
長
し
た
園
出
哉
、
却
ち
所
調
民
旗
岡
山
索
が
、
日
本
会
土
正
分
立
し

τい
た
の
が
可
大
和
朝
廷
成
立
以

前
晶
状
態
で
あ
っ
た
。
「
漢
書
地
理
志
」
に
「
そ
れ
柴
浪
の
海
中
に
倭
人
あ
b
‘
分
れ

τ百
飴
閣
と
な
り
、
歳
時
を
以

τ来
り
献
見
す
』

と
あ
る
白
は
‘
と
白
状
態
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
「
競
志
倭
人
侍
」
に
、
刷
出
馬
以
下
多
く
白
闘
々
が
女
主
凶
で
あ
る
邪
馬
議
闘
に
統
嵐

し
℃
い
た
と
尚
喜
れ
て
い
る
白
は
、
分
立
し
た
氏
族
闘
家
が
、
前
述
の
よ
う
な
池
科
を
経
て
、
更
に
大
民
族
国
家
に
統
令
さ
れ
つ
つ
あ

や
ま
古

っ
た
と
と
を
物
滑
っ
て
い
る
。
邪
馬
憂
闘
が
大
和
闘
で
あ
る
か
山
門
閥
(
蹴
岡
牒
山
門
郡
切
地
}
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
読
な
為
定
ま
ら

そ
れ
が
大
和
朝
廷
の
成
立
過
程
を
暗
一
一
ふ
す
る
-
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
容
易
に
背
足
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

か
ほ
ね

大
和
明
廷
が
成
立
し
℃
以
後
の
所
調
上
代
は
、
伊
達
千
股
が
遡
首
比
も
腕
え
た
よ
う
に
、
姓
白
時
代
で
あ
っ
て
、
の
と
れ
に
よ
っ
て
枇

合
的
秩
序
が
立
て
ら
れ
一
℃
い
た
。
キ
ミ
(
会
ま
た
は
君
)
、
ワ
ケ
(
別
)
、
オ
ミ
(
臣
可
ム
ラ

d
(
認
可
ア
タ
ヘ
(
直
)
、
ミ
ヤ
ツ
ヨ
(
誼
可
オ
ピ

ト
〈
首
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
モ
白
多
く
は
始
脈
問
陀
は
夫
々
白
骨
円
長
印
ち
氏
族
同
幽
家
の
族
長

H
氏
ノ
上
が
自
ら
栴
し
‘
ま
た
は
傍

な
い
が
、

人
に
よ
っ
て
栴
せ
ら
れ
允
柄
強
か
ら
自
然
に
食
達
し
た
も
の
で
あ
る
o
り
こ
れ
ら
の
姓
白
問
に
身
分
的
序
列
が
生
じ
た
白
は
、
、
山
一
間
の
差

港
、
勢
力
白
大
小
、
朝
活
に
お
や
じ
る
職
務
の
将
軍
一
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
朝
廷
に
ょ
う

τ承
認
せ
ら
れ
た
か
ら
で

あ
っ
て
、
特
に
官
職
と
姓
と
白
閥
係
に
つ
い
て
、
川
上
教
授
は
次
の
よ
う
忙
述
て
て
賠
ら
れ
る
。
的

『
古
代
に
は
別
段
に
定
ま
っ
た
官
制
は
輯
〈
、
神
別
、
皇
別
、
諸
蕃
の
詩
民
族
が
そ
の
門
闘
と
才
能
ー
と
に
際
じ
で
勅
命
を
畏
晶
、
そ
の
職
問
就
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
宰
相
の
臓
に
布
る
も
の
は
大
臣
と
大
連
で
、
大
臣
に
は
平
群
毘
島
、

E
m静
男
人
、
蘇
我
稲
日
帯
相
究
H
で
任
じ
、
大
連
に
は
大
伴
室

屋
、
物
部
目
、
大
伴
金
村
、
物
部
風
間
火
帯
相
衣
い
で
任
じ
、
大
臣
は
臣
姓
、
大
連
は
迩
姓
の
民
か
も
出
て
担
っ
た
。
而
l
て
臣
は
畠
別
の
有
力
な
る
氏
、

第一一-脅掛
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代
枇
脅
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封
建
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上
品
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脅
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封
建
制

情
六
十
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七

O 

占ノ、

第
三
、
四
腕

連
は
神
別
的
有
力
な
る
民
円
程
う
る
力
パ
ネ
T
b
る
か
ら
、
大
巨
大
連
が
相
並
ん
で
朝
廷
に
在
る
の
は
、
各
皇
別
、
柿
別
を
代
表
し
て
大
陸
輔
明
白
佳
に

憤
る
も
の
主
見
る
べ
き
で
あ
る
@
国
H

謹
臥
下
町
民
族
、
皆
剤
骨
を
車
C
て
農
産
、
手
工
、
そ
の
他
的
品
々
を
貢
献
し
、
或
位
軍
事
、
摂
閥
、
そ
の
倒
的
事

合
も
D
4
や
コ
と

業
に
服
す
る
乙
と
は
具
る
と
と
ろ
は
な
い
が
、
直
、
遣
、
背
撃
の
姓
を
有
す
る
も
の
で
、
職
務
を
M
て
中
央
政
府
に
仕
え
る
も
の
を
納
棺
し
て
伴
品
百
と
い

ふ
、
地
方
に
在
づ
て
行
蹴
の
任
に
背
る
も
の
を
図
誼
、
腺
主
、
稲
置
と
L
た
。
園
誼
に
は
関
狭
町
一
二
義
あ
り
、
狭
誌
に
於
て
は
図
遣
は
燃
主
、
稲
置
と
匝

別
せ
b
る

t
A

が
、
世
同
義
に
於
て
は
耐
師
、
主
、
相
置
轄
の
地
方
官
を
楓
梧
ず
る
こ
k

に
な
っ
て
い
る
。
』

伴
法
の
大
多
数
は
浩
姓
で
あ
り
、
関
廷
の
大
多
数
怯
直
姓
で
あ
り
、
首
姓
は
伴
詰
に
も
あ
る

見
h
t

「
太
問
亮
氏
の
調
在
に
擦
れ
ば
、

が
、
容
る
川
柳
主
、
稲
置
に
多
数
で
あ
る
と
い
ふ
』
と
し
て
、
『
一
切
の
姓
を
代
表
せ
し
む
る
意
味
で
、
回
連
共
」
件
諮
問
院
透
を
並
べ
母
ぐ
る

と
と
が
屡
日
本
書
紀
に
見
え
て
い
る
』
と
結
ん
で
居
色
れ
Z
。

武
に
大
臣
・
大
連
注
ど
の
中
央
最
高
の
官
職
紅
、
同
姓
及
び
迎
姓
の
旅
長
の
代
表
者
が
任
じ
た
と
と
ろ
で
あ
一
円

J

て
、
と
の
劉
民
会
い

d折

て
、
氏
と
官
職
と
が
離
る
べ
か
ら
古
る
関
係
に
あ
っ
た
と
と
が
明
か
で
あ
る
。
と
れ
に
濁
し
て
地
方
の
官
職
で
あ
る
闘
謹
・
牒
主
・
稽

置
な
ど
は
、
本
来
的
K
は
官
職
巴
名
稗
で
あ
ろ
う
が
、
と
れ
に
任
ぜ
ら
れ
る
者
む
多
く
が
本
来
的
に
地
方
自
有
力
左
氏
ノ
上
で
あ
り
、

且
っ
そ
白
職
が
原
則
と
し
て
世
襲
せ

ιれ
た
結
果
、
や
が
て
そ
り
身
分
を
表
わ
し
、
一
姓
に
準
じ
E
取
扱
わ
れ
る
止
う
に
・
な
う
た
。
と
と

に
も
氏
と
官
職
と
の
離
る
べ
か
ら
古
る
関
係
が
見
ら
れ
る
白
で
あ
っ
て
、
氏
姓
時
代
市
る
請
は
、
政
治
的
部
聞
に
も
そ
の
ま
ま
m
官
官
ず

る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
行
論
白
必
嬰
上
、
党
中
園
出
垣
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

上
越
白
よ
う
に
、
図
浩
田
多
〈
は
地
方
白
有
力
な
氏
ノ
上
が
任
ぜ
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
一
っ
た
n

即
ち
先
中
紳
武
天
皇
は
大
和
地
方
を

平
定
し
て
印
位
白
翌
年
論
功
行
賞
を
行
わ
れ
た
が
、
書
紀
に
は
そ
れ
が
決
白
、
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
〈
『
遺
臣
命
に
沼
地
を
賜
ぴ

こ
在
に
め
P

、

て
築
坂
口
出
陀
居
ら
し
め
、
以

τ寵
臭
み
た
ま
ふ
。
亦
犬
来
日
を
し
て
畝
傍
山
以
問
白
川
遊
心
地
に
居
ち
し
め
た
重
ふ
。
今
来
円
品
と
挽



お
ど
λ

か
し
た
け
た

く
、
此
れ
其
白
峰
仰
な
り
。
珍
彦
を
以

τ倭
園
浩
司
占
鴛
し
、
叉
弟
滑
に
活
問
巴
を
給
ム
、
因
り
て
猛
田
熔
主
と
免
す
。
是
れ
荒
田
の
水
主

部
が
遠
祖
ー
な
し
り
c

弟
川
勝
間
四
、
名
は
黒
謀
、
磯
山
境
問
主
と
鴛
ナ
。
復
た
紘
一
郎
と
い
う
者
を
以
て
葛
城
園
迭
と
潟
す
。
文
一
関
八
阿
川
烏
も
し
亦
貨

の
例
に
入
る
。
共
の
首
高
間
は
即
ち
葛
野
の
主
殿
服
、
主
部
是
れ
な
り
』
ム
」
。
そ
の
う
ち
珍
彦
は
法
政
の
門
に
天
皇
主
迎
え
束
祉
に
従
っ
た

ひ

t
F一
の

か

み

や

そ

た

げ

る

、

に

コ

か

司

令

園
神
で
あ
る
が
、
弟
滑
は
蒐
悶
燃
の
魁
師
、
弟
磯
城
は
磯
城
の
八
十
長
阿
町
一
人
、
剣
棋
は
葛
城
の
土
紳
で
あ
一
っ
て
、
要
す
る
に
彼
等

は
地
方
族
長
闘
家
の
氏
ノ
上
で
あ
う
た
。

統
合
に
舷
じ
-
泣
い
氏
/
上
主
攻
滅
ぼ
し
、
蹄
順
し
た
氏
ノ
上
を
闘
遁
に
任
じ
て
と
れ
と
臣
従
関
係
主
結
ぶ
と
い
う
統
合
形
式
は
大
和

朝
廷
成
立
後
も
績
け
ら
れ
た
一
。
盟
問
紳
天
皇
の
四
道
将
軍
の
御
祇
治
、
景
行
天
空
白
態
襲
制
貌
征
、
一
日
本
武
傘
の
熊
襲
及
び
蝦
夷
御
征
討

は
、
そ
の
最
も
国
間
著
な
一
事
例
で
あ
る
。
か
く
し
て
成
務
天
皇
か

ι仁
徳
天
皇
陀
至
る
間
に
統
合
白
事
業
は
大
い
に
進
捗
し
た
も
の
の
如

く
、
闘
逝
・
腕
肺
主
白
任
命
が
頗
呂
多
一
ぃ
。
成
務
杷
に
「
今
朕
嗣
嘗
て
賓
砕
を
践
り
て
、
夙
に
夜

ι腕
協
る
。
然
れ

E
も
寝
泊
議
爾
に
し

て
野
心
を
俊
め
す
。
是
れ
闘
郡
に
君
長
な
く
、
附
脚
色
に
骨
日
渠
無
け
れ
ば
な
り
。
今
よ
り
以
後
、
闘
郡
医
長
主
立

τ、
師
脚
色
に
首
配
置
く
。

ま

た

か

っ

く

に

一
郎
ち
首
閣
の
幹
了
者
を
取
り
て
、
共
の
図
郡
白
首
長
に
任
け
、
是
正
中
国
白
一
一
審
界
と
矯
せ
」
と
あ
る
白
は
‘
土
着
の
氏
ノ
上
を
闘
浩
・

燃
主
に
任
命
す
る
と
と
が
制
度
化
し
、
地
方
統
治
組
織
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
と
と
を
示
す
も
四
で
あ
ろ
う
。

併
し
な
が
ら
、
岡
迭
に
何
ぜ
色
れ
た
も
白
は
、
土
清
白
氏
ノ
上
は
か
り
で
は
な
か
ワ
た
の
そ
こ
に
は
先
中
皇
別
の
閤
遣
が
あ
っ
た
。

孝
元
紀
に
、
第
一
皇
予
大
彦
命
が
阿
倍
臣
・
陪
臣
・
阿
閉
臣
・
伊
賀
臣
・
狭
狭
城
山
君
・
筑
紫
図
趨
・
越
同
迭
、
凡
て
七
族
の
始
澗
で

あ
る
と
書
か
れ

τい
る
の
が
そ
れ
を
一
京
す
。
景
行
組
に
『
且
木
武
傘
、
祉
相
足
彦
天
皇
、
五
百
城
入
彦
皇
子
を
除
雪
て
の
外
、
七
十
鈴
の

弘

戸

一

-

一

E
K
さ

タ

町
一
し
は
、
皆
園
都
に
封
し
て
各
誕
の
図
に
釦
か
し
め
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
の
も
、
恐
ら
く
諸
皇
子
主
因
迭
に
任
命
じ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

こ
K
Xさ

衣
は
と
む
官
職
を
臣
下
に
恩
賜
し
た
場
合
で
あ
る
。
肱
紳
天
皇
が
御
友
別
む
忠
一
誠
に
酬
い

τ、
吉
備
闘
を
割
い
て
そ
の
子
等
忙
封
し
た

上
品
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訓
山
串
に
「
川
陪
燃
を
分
ち
て
長
子
稽
選
別
に
封
ず
、
是
れ
下
道
ほ
の
始
澗
な
り
。
次
に
上
道
腕

E
以
て
市
子
仲
彦
に
封
す
、
是
れ
上
道

臣
、
香
屋
区
の
始
組
疫
り
。
次
に
三
野
燃
を
以
て
弟
彦
に
封
す
、
口
走
れ
三
野
区
白
始
組
な
り
』
云
々
と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。

己
白
よ
う
に
、
皇
子
ま
た
は
目
下
を
幽
迭
に
任
じ

τ任
地
に
行
か
せ
た
と
と
は
、
甚
だ
意
味
む
あ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
攻

滅
ぼ
し
た
氏
ノ
上
の
領
地
の
図
迭
に
任
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
阪
に
存
ず
る
土
着
図
法
白
管
治
す
る
関
紙
@
一
部
を
割
い
た
場
合
で

あ
う
て
も
、
例
え
て
い
え
ば
徳
川
幕
府
が
外
様
大
名
の
間
へ
糟
代
大
名
を
配
置
し
た
む
と
兵
ら
ぬ
放
態
と
危
り
、
十

h

着
氏
ノ
上
の
朝
廷

へ
の
服
属
関
係
主
緊
密
友
ら
し
め
る
上
に
、
日
明
る
右
カ
左
手
段
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
う
し
て
封
建
園
出
家
白
集
権
問
統
一
闘
家
へ

の
傾
向
は
馴
致
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

園
過
に
つ
い
て
は
夏

K
謹
ぶ
べ
き
は
、

そ
れ
が
一
一
樹
白
官
職
で
あ
G

て
、
姓
と
開
立
し
得
た
に
と
で
売
る
。
上
掲
の
稽
遠
別
が
川
ー
品

燃
の
燃
主
(
或
は
圏
迭
と
に
任
じ
)
且
う
そ
白

T
孫
が
下
道
匝
と
お
ヨ
た
と
と
が
そ
れ
を
示
す
が
、
尾
張
白
闘
で
最
も
勢
力
の
あ
っ
た

の
は
尾
張
漣
の
一
族
で
、
尾
張
図
迭
も
そ
白
一
族
の
陛
製
す
る
と
と
ろ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
同
閣
に
沿
い
て
尾
張
氏
に
弐
ぐ
勢

」
司
る

ω

力
主
占
め
て
い
た
物
部
法
は
、
ぞ
の
一
族
が
三
時
後
関
遁
・
参
河
困
惑
・
逮
淡
海
国
活
・
久
努
闘
浩
・
珠
流
山
川
園
治
・
伊
豆
凶
浩
で
あ
っ

た
関
係
か
ら
、
京
海
諸
闘
に
偉
大
な
勢
力
を
布
つ

τい
た
と
栴
せ
ら
れ
、
い
A
Y
れ
も
辿
姓
白
者
が
園
迭
に
任
じ
て
い
る
占
先
に
引
用
し

た
木
同
氏
D
研
究
に
よ
れ
ば
、
園
迭
の
大
多
数
は
直
姓
で
あ
り
、
営
姓
は
腕
主
及
び
稲
置
に
多
い
と
い
う
己
と
で
あ
る
が
、
以
上
に
よ

っ
て
見
れ
ば
、
別
・
臣
・
哨
暗
記

E
貴
姓
の
闘
遣
や
牒
主
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
而
も
彼
ら
は
閣
法
白
う
ち
で
も
勢
力
強
大
な
も
白
で

あ
ワ
た
に
違
い
な
い
。
と
い
う
白
は
、
高
い
姓
は
良
き
出
回
や
強
大
な
勢
力
主
持
つ
氏
ノ
上
に
興
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
と
の

問
自
や
勢
力
は
同
族
ま
た
は
同
姓
の
代
表
者
が
大
臣
・
大
法
な
ど
と
し
て
中
央
政
治
に
参
費
し

τ
い
る
こ
と
に
よ
っ

τ、
保
障
せ

ιれ

て
い
た
で
あ
ろ
う
か

ιで
あ
る
。

¥ 



一一/

地
方
に
在
る
区
漣
が
嗣
遣
の
官
職
を
得

τい
た
と
す
れ
ば
、
中
央
陀
あ
っ
て
大
臣
・
大
池
・
伴
遣
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
氏
ノ
上

は
と
う
で
一
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
地
位
を
闘
遇
、
ど
は
呼
ば
在
い
ま
で
も
、
闘
将
を
管
治
す
る
と
い
う
と
と
は
行
わ
れ
て
い
た
陀
遺

い
な
い

d

蓋
し
彼
等
も
、
紳
別
と
い
い
皇
別
と
は
い
う
て
も
、
本
来
的
に
は
族
長
閑
家
の
氏
ノ
よ
で
あ
う
た
か
ら
で
あ
る
。

と
れ
を
例

一市

F
れ
紅
、
先
に
引
則
し
た
榊
武
紀
に
日
見
え
る
よ
う
に
、
損
臣
命
は
宅
地
主
叩
刷
。

τ築
坂
凸
に
居
を
定
め
た
。
雄
略
紀
に
は
土
師
漣
が

わ
た
く
ー
の

m世

認
を
辛

t
て
締
法
・
山
背
・
伊
勢
・
丹
波
・
侭
馬
・
岡
幡
の
私
民
部
を
進
貢
し
た
と
と
が
見
え
て
い
る
が
、
と
れ
は
土
師
漣
及
び
そ
白

一
族
が
と
れ
ら
諸
岡
陀
岡
治
・
勝
主
と
し
て
花
任
し
て
い
た
こ
主
主
不
す
ト
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
吏
に
推
古
三
十
二
年
に
蘇
我
馬
子

が
寓
城
臓
を
mm
布
せ
ん
と

L
て
『
者
城
燃
は
冗
匝
白
木
居
苧
p
a
故
れ
共
白
臓
に
囚
り
て
姓
名
を
免
す
。
円
疋
を
以
て
巽
く
は
、
出
日
共

た
企
式

ρ
臓
を
待
}
℃
、
以
て
院
の
封
勝
と
潟
さ
ん
と
欲
す
』
ム
」
申
山
内
て
い
る
の
は
、
大
臣
白
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
同
叫
に
貰
質
上
白
岡
造

白
地
校
在
保
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
併
科
せ
ら
れ
る
。
否
、
天
皇
4
0
一
之
同
様
白
欣
態
に
あ
っ
た
。
と
れ
を
一
所
す
も
の
は
、
葛
城
牒
E

始
め
と
す
る
大
和
的
六
燃
が
終
始
天
皇
白
直
接
の
綱
領
で
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。

克
も
〉
中
央
に
あ
る
商
い
姓
の
人
迷
は
)
事
一
史
上
岡
越
と
し
て
の
職
務
を
果
す
己
と
は
で
き
た
か
っ
た

L
、
ま
た
そ
の
必
要
も
殆
ど

な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
等
は
後
に
述
べ
る
屯
合
や
悶
荘
か
ら
の
収
入
を
期
待
，
ず
る
と
と
が
で
き
た
し
、
地
方
に
あ
る
そ
白
同
践

be 

や
服
日
間
し
た
氏
ノ
上
か
ら
白
寅
納

E
期
待
す
る
と
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
例
し
こ
れ
ら
白
人
々
が
彼
等
よ
り
も
次
第
に
朝
廷
に
劉

し
て
服
岡
崎
関
係
を
緊
密
に
す
る
に
至
れ
ば
、
牧
入
加
と
し
て
自
ら
白
管
却
す
る
闘
腕
を
持
た
ね
ば
な
ら
泊
。
馬
T
D
要
求
は
、
自
己
目

、、

領
地
を
，
次
第
に
失
ワ
て
行
っ
た
中
決
貴
族
の
最
後
の
あ
が
き
と
見
る
の
は
問
遣
い
で
あ
ろ
う
か
。

註

(2) (1) 

内
問
博
士
「
目
本
鱈
済
史
の
研
究
」
下
、
一
五
一
頁
。

葎
田
陣
士
「
上
代
田
本
町
舵
令
及
び
思
想
」
三
八
O
貰

M
下
。

上
代
位
官
申
封
庫
制

揮
六
十
三
巻

k 

第
三
、
四
曲

ブL



上
品
川
記
官
の
封
建
制

第
六
十
三
巻

t 
四

第
一
一
一
、
四
貌

O 

(9)， (8) (乃 (6)(5) (4) (3) 

以
下
、
零
細
か
ら
の
引
用
丈
は
、
す
べ
て
黒
檀
陣
±
校
訂
「
目
宅
雪
組
」
(
岩
浪
究
庫
本
)
に
ま
る
。

折
口
博
士
「
古
代
研
究
」
時
一
部
、
一
八
九
買
。
、

中
村
吉
拍
「
凹
本
一
世
官
民
櫛
笥
」
五
二
百
。

「
大
勢
三
朝
考
L

(

日
本
艇
済
大
典
、
第
四
十
八
巻
)

内
問
陣
士
、
前
掲
書
一
一
一
頁
。

川
上
多
助
「
皐
践
の
設
一
民
と
氏
抽
制
度
」
(
岩
一
世
日
本
一
昨
且
、
第
一
桂
)
六
百
。

戸
鰐
座

同上、一一一

oー
一
一
二
買
。土

地

開

係

天
皇
の
直
領
地
は
、
所
調
六
の
御
燃
と
金
凶
各
地
に
散
在
す
る
屯
合
と
、
御
名
代
・
御
千
代
で
あ
一
う
た
。

先
A
Y
六
の
御
燃
は
、
大
和
国
の
両
市
・
葛
城
・
十
市
・
磯
城
・
山
遺
・
骨
布
白
六
腕
を
指
し
、
前
年
祭
中
月
尖
祭
白
腕
詞
に
よ
れ
ば
.

天
皇
の
供
仰
を
賞
挫
し
た
土
地
で
あ
っ
て
、
特
に
御
殿
と
呼
ん
で
一
般
白
燃
と
隈
川
し
て
い
る
。

一
般
に
燃
は
、
闘
と
同
じ
く
地
方
医

劃
の
単
位
で
あ
っ

τ、
後
に
述
べ
る
屯
倉
と
は
概
念
を
異
に
す
る
。
即
ち
、
燃
は
閣
と
並
び
或
は
闘
を
構
成
寸
品
単
位
行
政
国
劃
と
し

℃
全
闘
に
亙
っ
て
在
在
し
、
腕
主
ら
が
己
れ
を
管
理
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
白
う
ち
上
掲
の
六
勝
白
み
は
、
直
接
に
天
皇
の
供
御

E

貢
匙
す
る
意
味
で
特
殊
性
を
持
ち
、
最
後
ま
で
直
領
地
と
し
℃
存
置
せ
ら
れ
た
白
で
あ
る
。
従
っ
て
改
新
に
際
し
て
も
『
共
の
倭
闘
の

六
麻
に
遣
わ
さ
れ
し
使
者
は
、
宜
し
く
戸
籍
を
逝
り
併
せ
て
同
敵
を
校
ふ
ペ
し
』
と
詔
せ
ら
れ
、
諸
図
々
司
に
劃
す
る
一
般
的
た
命
令

の
外
に
置
か
れ
た
。
而
じ

τ地
口
紀
陀
磯
城
腕
主
・
高
城
間
幽
遁
(
神
武
和
)
、
十
市
腕
主
河
盛
蜜
組
)
、
高
市
麻
主
・
磯
城
燃
主
(
天
間
組
)
紐
ど

と
見
え
て
い
る
と
と
ろ
か
ち
す
れ
ば
、
御
燃
も
一
般
の
燃
と
同
様
陀
闘
浩
・
腕
、
主
に
よ
っ
て
管
治
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
白



闘
浩
・
腕
刷
、
王
が
本
来
的
に
は
土
若
の
氏
ノ
上
が
任
命
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、

一
般
の
腕
と
同
嫌
で
あ
っ
た
。
か
〈
て
御
燃
が

天
皇
の
供
仰
を
直
接
忙
責
延
す
る
主
地
で
あ
っ
た
と
と
、
換
言
す
れ
ば
天
皇
が
そ
白
領
主

¥
と
し
て
と
れ
を
保
有
せ
ら
，
れ
た
貼
に
と
れ
を
求
む
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の
両
か
十
り
い
え
ば
、
一
般
白
岡
燃
は
、
本
来
的
に
は
土
着
の
図

司
遺
・
廊
主
が
こ
れ
を
領
し
、
天
皇
に
貢
物
を
奉
る
白
は
彼
等
で
あ
う
て
、
後
，
次
第
に
彼
等
正
遇
じ
て
そ
の
人
尽
に
も
租
税
が
課
せ
ら
れ

る
に
及
び
、
御
併
と
一
般
の
闘
腕
と
の
質
的
相
違
は
無
く
な
勺
た
白
で
あ
る
。
一

次
虻
屯
倉
は
、
雫
仁
紀
二
十
七
布
の
僚
に
『
是
白
歳
恒
倉
を
永
田
邑
に
興
つ
』
と
あ
る
白
を
初
見
と
し
、
そ
の
後
間
墾
に
よ
る
新
設

一
般
の
腕
と
且
(
必
と
と
ろ
あ
り
と
す
れ
ば
、

や
ゑ
故
か
ら
む
牧
公
・
奉
献
な
ど
に
よ
ワ
て
-
次
第
に
増
加
し
た
。
特
に
そ
れ
は
安
閑
天
皇
の
時
に
著
し
〈
、
而
も
そ
白
多
〈
が
枇
町
公
ま

た
は
奉
献
の
形
を
と
づ
て
い
る
と
と
は
、
住
-
官
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
闘
遺
雅
子
直
は
後
目
白
内
寝
に
閑
入
し
た
界
を
照
う
た
め
に

い
b
み

L
ひ
ぽ

ー
伊
廿
同
市
倉
(
上
楓
闘
}
を
本
り
、
何
門
臨
刷
、
王
飯
粒
は
、
天
皇
の
申
入
れ
を
快
諾
し
て

h
御
野
・
下
御
野
・
上
桑
原
・
下
桑
原
、
井
に
竹
村

い
紋
守
ペ
の
も

ιじ
?

と

伊

自
地
凡
て
四

1
町
を
奉

p
、
屯
倉
が
置
か
れ
、
鹿
城
郡
湿
釈
菖
轍
は
、
娘
の
罪
を
煩
う
た
め
に
安
謹
闘
の
過
戸
白
厩
城
部
屯
倉
を
献
上

/
f
 

し
た
。
と
れ
ら
の
事
官
一
は
、
士
清
白
氏
ノ
上
白
木
山
知
白
私
領
地
が
天
皇
の
直
領
地
に
な
っ
た
と
と
を
示
す
。

止
と
ろ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
そ
の
私
領
地
と
い
い
、
直
領
地
、
と
い
う
と
と
の
意
味
で
あ
る
。
前
掲
伊
拠
一
屯
倉
に
つ
い
て
『
今
分
ち

て
郡
と
震
し
上
総
闘
に
ぽ
く
ι
と
あ
る
と
と
ろ
か
ら
察
し
て
、
屯
倉
に
は
随
分
庚
大
友
も
の
が
あ
り
、
そ
と
に
は
山
川
薮
津
も
あ
っ
た

で
あ
一
ろ
う
。
併
し
最
も
重
要
な
る
は
水
悶
で
あ
る

τ、
飯
粒
が
献
上
し
陀
凶
十
町
は
水
間
か

ι成
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
白
水
間

た
づ
か
い

を
耕
ず
者
を
間
部
・
鍵
丁
と
い
い
、
会
開
と
し
て
屯
倉
由
粧
管
に
笛
品
者
を
屯
同
司
・
屯
倉
首
・
司
令
在

E
と
い
っ
た
。
書
紀
白
記
事

で
は
凹
部
と
鍵
丁
と
は
同
じ
殻
味
で
肘
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
犬
開
化
沿
い
て
前
者
は
経
常
的
忙
耕
作
に
従
事
す
る
・
も
の
で

あ
り
、
後
者
は
農
繋
期
に
徴
務
せ
ら
れ
る
臨
時
的
性
質
む
も

ω
で
あ
う
も
ι
と
思

b
Mる
。
と
の
剛
酬
は
さ
て
岳
昔
、
例
え
ば
安
閑
紀
に
『
究

上
代
世
脅
の
封
位
制

第
六
+
一
一
一
巻

七
五

部
三
、
四
都



上
代
社
骨
の
封
建
制

た

ま

じ
く
が
智
一
昨
屯
介
と
園
毎
の
岡
部
と
を
以
て
は
、
紗
手
援
に
給
祝
へ
。
概
井
屯
合
と
闘
毎
の
岡
部
、
と
を
以
て
は
、
香
香
布
媛
陀
給
賜
へ
。

難
波
屯
倉
と
郡
~
悼
の
鎧
丁
と
を
以
て
は
、
一
宅
媛
に
給
場
へ
』
ど
あ
り
、
ま
た
大
河
内
直
味
援
が
良
悶
左
か
く
し
て
献
上
し
た
か
っ
た
昇

左
購
う
た
め
に
「
部
毎
に
鎧
丁
を
以

τ、
容
の
時
に
五
百

r、
秋
の
一
時
に
尺
百
丁
、
天
皇
陀
奉
献
る
と
と
、
子
孫
絶
お
じ
」
と
願
出
た

也
市

こ
と
な
ど
h
ら
し
下
、
岡
部
に
は
必
ナ
し
も
屯
倉
附
近
陀
住
む
者
の
み
を
斑
℃
た
白
で
た
い
と
と
が
祭
せ
ち
れ
る
。
ま
た
梓
人
・
宵
麗

人
を
同
諸
と
し
た
例
も
あ
る
(
欽
明
細
)
。
更
に
欽
明
紀
三
」
1

午
白
僚
に
は
「
詔
し
亡
日
く
、
岡
部
主
取
り
世
く
こ
と
、
共
の
来
る
と
と
向

も

え

雪

印

一

い

つ

し
、
年
甫
め
Z
十
徐
に
し
て
、
籍
に
腕
り
て
課
主
党
る
る
者
衆
し
。
宜
し
く
際
津
b

弘
法
し

τ、
自
精
白
田
郊
の
丁
の
籍
を
検
へ
定
め
し

ま
ま

む
べ
し
。
芝
岡
山
月
、
書
作
、
白
猪
白
岡
部
の

f42検
閲
て
、
請
の
依
に
絡
を
定
む
。
果
し
て
問
戸
主
成
す
』
と
あ
る
と
己
ろ
か

1
し

亡
、
同
郊
の
了
役
主
山
川
す
戸
主
同
戸
と
い
い
、
阿
部
は
十
僚
歳
に
し
て
始
め
て
鵠
せ
ら
れ
る
一
種
白
裸
伎
で
あ
っ
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。

印
ち
閏
怖
は
郊
の
一
種
で
は
危
〈
市
課
役
と
し
て
屯
会
の
耕
作
に
徴
発
せ
ら
れ
る
人
民
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
庁

こ
の
よ
う

ι目
見
て
〈
る
と
、
屯
倉
は
一

m街
地
、
郎
ち
そ
の
牧
稽
が
版
則
左
し
て
悉
く
天
皇
む
も
の
と
左
る
十
守
地
で
あ
っ
た
と
見
怠
け

事
六
十
才
一
巻

七
宍

静
一
一
一
、
四
韓

れ
ば
お
ち
な
い
。
安
閑
紀
に
は
『
似
井
間
前
山
地
、
燃
犬
養
述
、
難
波
吉
士
等
に
詔
し
て
、
屯
倉
白
枕
主
主
掌
ら
し
む
』
と
あ
る
が
、
こ

白
幌
を
租
師
団
と
解
す
る
と
と
忙
は
疑
問
が
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
土
着
白
氏
ノ
上
が
屯
合
主
奉
献
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
耕
作

、
由
民
民
が
強
め
附
属
し
た
土
地
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
土
地
は
、
本
来
は
彼
等
の
手
作
り
地
若
く
は
小
作
地
で
あ
っ
亡
、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
彼
等
も
ま
た
中
央
貴
族
と
同
様
に
、

凶
荒
bz
持
っ
て
い
た
、
と
す
れ
ば
、

E

D
問
症
に
相
官
ず
る
土
地
で
あ
っ
た
で
あ
る

う
屯
舎
に
。
い
て
附
言
す
べ
宮
は
.
天
皇
ば
か
り
で
友
く
、
皇
后
や
皇
子
ら
も
屯
倉
を
持
っ
て
居
ら
れ
た
と
と
で
あ
り
、
そ
の
中
陀
は

御
子
代
・
御
名
代
と
し
℃
設
置
止
ら
れ
た
屯
倉
も
あ
り
た
。
ま
た
官
司
附
屈
の
屯
倉
も
あ
づ
た
も
の
む
如
く
、
改
新
に
際
し
て
、
官
可



の
庖
々
白
屯
問
を
群
尽
及
び
作
迭
に
班
ち
賜
っ
た
と
と
が
見
え
て
い
る
。
特
に
皇
族
所
持
の
屯
倉
が
頗
る
多
数
に
土
っ
た
と
と
は
、
改

新
に
際
じ
て
中
大
兄
皇
子
が
屯
倉
百
八
十
一
所
を
奉
献
せ
ら
れ
た
草
貨
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
更
に
屯
倉
陀
は
、
結
局
忙
む
い
て

中
央
貴
族
の
手
に
院
し
た
も
白
も
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
皇
妃
の
御
名
代
と
し
て
置
か
れ
た
屯
舎
が
、
そ
の
蒐
後
御
資
家
の
有
に

陪
卸
し
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
、

見
易
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る

om

屯
合
が
笹
野
地
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
問
就
も
開
設
に
貴
族
・
豪
放
の
直
営
地
で
あ
ワ
た
と
し
な
け
れ
ば
段
ち
由
。
同
荘
に
闘
す
る

書
紀
白
記
事
と
し
て
は
、
蘇
我
犬
同
相
が
物
部
大
濯
を
減
し
た
後
、
「
揖
津
闘
に
四
天
王
寺
主
治
り
、
大
一
巡
の
奴
半
と
宅
と
を
分
け
て
、
大

寺
の
奴
、
回
旋
と
矯
し
』
一
耳
?
と
あ
る
の
占
、
改
新
む
詔
の
一
節
に
「
背
布
D
天
皇
等
白
立
て
た
ま
へ
る
子
代
由
民
、
慮
々
の
屯
倉
及

び
別
に
匝
連
山
什
建
国
浩
村
首
白
有
て
る
部
曲
D
民
、
出
島
々
の
閉
庄
を
罷
め
よ
」
と
あ
る
の
と
、
外
陀
↑
ニ
ケ
所
を
悲
げ
得
る
に
止
ま
り
、

そ
D
所
有
や
経
営
白
状
態
を
知
る
と
と
は
殆

E
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
牧
博
士
は
と
れ
ら
の
記
事
を
基
と
し
て
積
士
巧
詮
し
、
毛
の
成
立

の
由
来
が
部
曲
目
民
の
十
地
や
賠
興
せ
ら
れ
た
土
地
、
若
く
は
開
墾
地
に
あ
る
と
と
、
主
着
目
豪
族
が
屯
倉
と
し
て
奉
献

L
た
土
地
は

回
来
の
一
一
部
で
あ
る
と
と
、
回
燕
は
所
謂
『
私
地
』
で
あ
る
が
、
モ
れ
は
私
訟
止
の
私
権
と
し
て
有
す
る
私
地
の
芯
昧
で
は
な
く
、
権

力
的
段
支
配
が
領
有
者
に
よ
ワ
て
閏
向
忙
行
わ
れ
得
る
土
地
と
い
う
意
味
の
も
の
帥
ち
飢
地
E
あ
一
る
と
と
、
問
荘
は
小
作
に
類
す
る
方

法
で
耕
食
さ
せ

τ
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
蘇
我
氏
自
如
き
者
の
有
し

τ
い
た
多
数
白
岡
来
に
て
は
、
屯
〈
凪
に
砕
け
る
と
同
様
に
租
税
左

徴
収
し
た
で
あ
ろ
う
と
と
、
左
ど
の
諸
駒
を
明
か
に
し
て
居
色
れ
る
ロ

問
莱
が
私
有
地
で
あ
る
か
私
領
地
で
あ
る
か
に
つ
い

τは
疑
問
の
絵
地
が
あ
り
、
相
帆
併
を
徴
収
し
た
一
広
々
も
そ
の
ま
ま
受
取
り
難
い

が
、
そ
の
成
立
の
由
来
並
び
に
岡
貯
在
剥
い
て
屯
倉
と
し
て
奉
っ
た
と
す
る
艇
は
、
そ
の
ま
ま
骨
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
絞
っ
て
回
遊

は
、
上
越
の
君
主
聞
係
告
い
て
、
そ
の
所
有
者
む
手
作
地
若
く
は
小
作
に
附
し
た
土
地
で
あ
る
と
私
は
思
う
。
手
作
り
と
い
う

上
代
酔
A
W
門
町
封
建
制

第
六
十
宅
密

士
t 

第
三
、
回
観



上
代
社
脅
の
封
建
制

第
六
十
三
巻

七
ノ、

車
三
、
四
披

四

て
も
、
勿
論
部
山
の
民
の
労
働
を
徴
獲
し
、
及
び
奴
帥
併
を
動
員
し
て
行
っ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
改
新
陀
際
し
て
、
『
共
れ
区
漣
等
、
伴
浩
、

君
舎
d
i
p
H

自

閣
法
、
各
己
が
民
を
置
き
て
、
情
白
悉
に
駈
使
ふ
。
又
闘
h
R
D
山
海
林
野
池
悶
を
制
り
て
以
て
己
が
財
と
震
て
、
争
以
戦
ふ
と
冒
と
己
量

は
り
き
ず
げ
滑
り
の
之
と
A

一

た

は

た

ヂ
。
或
は
数
寓
頃
の
悶
を
粂
ね
併
せ
、
戎
は
全
〈
界
針
・
伊
地
も
無
し
。
♂
(
中
略
)
方
今
百
姓
猶
乏
し
。
而
る
を
勢
有
る
者
、
水
陸
を
分
割
昔

て
私
地
と
矯
し
、
百
姓
花
賞
り
興
へ
て
ヤ
に
共
の
債
を
索
ふ
」
と
あ
る
の
は
、
回
荘
灼
な
土
地
が
百
姓
の
持
地
を
議
食
し
て
行
っ
た
情

景
を
措
い
た
も
白
で
あ
ろ
う
。

貴
放
・
豪
族
が
百
姓
白
持
地
主
償
食
し
た
の
は
、
同
荘
が
弐
第
に
屯
倉
と
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
、
ま
た
彼
等
の
管
治
す
る
閤
燃
か
ら
白

牧
納
が
弐
第
に
多
〈
朝
廷
へ
吸
収
せ
ふ
れ
た
か
ち
で
あ
ろ
う
。
繰
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
閤
燃
は
本
来
的
に
は
大
小
の
氏
ノ
上
忙
属
す

る
氏
族
同
家
で
あ
り
、
別
言
す
れ
ば
そ
白
領
土
で
あ
っ
た
。
そ
し
℃
そ
れ
ら
が
大
和
朝
廷
に
服
属
し
た
舘
初
忙
沿
い
て
は
、
閑
詮
・
勝

主
に
任
ぜ
ら
れ
た
氏
ノ
上
だ
け
が
朝
廷
へ
貢
物
を
奉
り
、
百
姓
は
朝
廷
と
り
伺
に
直
接
の
う
恋
が
り
を
持
た
た
か
っ
克
也
で
あ
ろ
う
。

然
る
忙
彼
等
白
地
方
官
的
性
質
が
濃
厚
托
な
る
に
従
い
、
貢
物
の
課
徴
は
、
彼
等
主
活
じ
て
百
娃
に
も
及
ぶ
と
と
に
伝
円
J
4
1
0

泉
一
柳
夫

ぽ

向

た

九

品

コ

ad
え
信
ち

皇
の
朝
忙
、
始
め
て
人
民
主
校
へ
、
関
俊
一
主
科
し
、
と
れ
を
男
の
弓
掛
調
、
女
の
手
末
調
と
稽
し
た
の
は
、
と
の
事
責
を
物
語
る

た
て
食
つ

も
の
で
あ
ろ
う
吋
調
と
並
ん
で
一
得
役
努
働
の
課
徴
も
始
っ
た
n

大
化
一
江
年
の
詔
に
『
澗
賦
を
巡
る
時
に
及
び
で
は
、
共
の
匝
連
作
迭
等
、

を

き

を

雪

み

さ

さ

A
W
U

先
づ
自
色
川
収
飲
め

τ然
る
後
厄
分
ち
進
め
、
宮
践
を
修
治
め
閥
陵
を
築
き
遺
る
に
、
各
己
が
民
を
率
ゐ
て
、
事
陀
随
以
て
作
る
』
と
あ

る
の
は
調
役
課
徴
白
一
般
的
な
方
式
で
あ
っ
た
。
己
れ
は
園
造
ら
白
管
治
す
る
土
地
人
尽
に
封
す
る
朝
廷
の
関
係
が
、
間
接
的
で
あ
っ

た
と
と
を
示
す
が
、
而
も
な
晶
、
彼
等
白
土
地
人
民
忙
劃
す
る
開
係
が
、
領
有
か
ら
管
治
へ
と
鐙
化
し
た
跡
を
物
語
mJ
て
h

る
。
と
れ

は
封
建
制
か
ら
集
権
国
家
的
統
一
へ
の
傾
向
を
最
も
よ
く
一
不
す
事
柄
で
あ
る
。
併
し
匡
漣
・
仲
迭
・
闘
遇

ιは
、
自
ら
徴
牧
し
て
い
た

貢
物
や
格
役
労
働
由
大
部
分
が
朝
廷
円
行
く
と
と
に
な
り
た
結
果
、
勢
い
モ
の
私
有
地
を
抜
大
せ
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
。
か
く
て
集
槽



的
統
一
一
図
案
白
進
展
す
る
学
百
に
、
自
分
白
壬
地
主
持
た
な
い
貧
農
が
増
加
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

川
上
多
助
「
皇
威
の
褒
展
&
氏
姓
制
度
」
(
岩
波
日
本
一
睦
具
、
事
一
台
三
七
一
員
。

戸
瞬
座

同
上
、
一
一
一
七

1
一一一八貰。

牧
陣
士
「
田
誕
の
研
究
」
(
枇
合
科
串
、
第
二
審
第
七
就
)

註

(3) (2) (1) 

人

2 

闘

係

上
代
の
一
世
舎
に
は
、
治
者
階
級
と
し

τは
氏
姓
を
有

F
る
貴
族
・
豪
旋
が
あ
一
り
、
被
治
者
と
し
て
は
、
氏
族
に
隷
属
し
て
某
部
を
稽

や
っ
と

し
た
宇
白
山
の
部
民
階
級
、
及
び
主
と
し
、
て
治
者
階
級
に
全
人
格
的
に
隷
属
し
た
以
の
二
階
級
が
あ
っ
た
と
す
る
白
が
通
読
で
あ
り
、

被
治
者
は
と
れ
に
公
民
を
加
え
て
三
階
級
と
す
る
設
も
あ
る
?
と
れ
ら
白
被
治
者
階
級
、
殊
に
部
民
及
び
公
民
の
怜
質
に
つ
い
て
は
、

既
に
先
感
の
激
々
白
優
れ
た
研
究
が
あ
る
が
、
と
と
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
筒
埴
の
土
地
の
領
有
及
び
所
有
開
係
と
の
漣
闘
に
恥
い
て
、

彼
等
が
治
者
階
級
に
如
何

u

な
る
形
で
隷
属
し

τ
い
い
た
か
と
い
う
と
1

乙
で
あ
る
。

か
つ
で
内
問
博
士
は
、
上
古
に
晶
け
る
枇
合
構
成
の
恭
礎
を
を
す
も
白
在
し
て
部
主
考
え
、
多
(
の
場
合
に
持
い

τ村
は
も
と
郁
白

岡
結
に
外
な
ら
守
、
部
白
長
が
削
ち
村
白
首
長
で
あ
る
と
い
う
の
が
貨
情
で
あ
う
た
で
あ
ろ
う
と
せ
ら
れ
た
oη
更
陀
津
間
博
士
陀
縫
っ

て
、
氏
は
血
縁
築
関
で
左
く
地
縁
ュ
集
闘
即
ち
村
で
あ
る
と
す
る
注
ら
ば
、
部
は
帥
ち
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
た
る
が
、
そ
れ
は
優

勢
な
氏
族
が
劣
勢
な
氏
族
主
統
合
し
て
行
く
過
程
に
沿
い
て
生
じ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
即
ち
前
者
は
後
者
を
奴
隷
と
す
る
と
と
赴
〈
、

市
山
h
T
絶
滅
さ
せ
る
と
と
も
た
く
て
、
村
落
装
闘
の
ま
ま
部
と
し
て
隷
属
さ
せ

τ行
ヨ
た
の
で
あ
る
。
市
も
そ
の
仕
方
は
、
後
者
の
氏
ノ

上
が
前
4
4
D
氏
ノ
主
に
服
属
す
る
形
を
と
っ
た
か

ι、
と
と
に
各
階
居
白
氏
ノ
上
に
隷
属
す
る
氏
族
集
圏
と
し
て
部
が
成
立
存
頼
し
た

第
六
十
三
巻

上
代
世
舎
の
封
建
制

七
九

曹
三
、
四
輪

王



主
代
枇
曾
の
封
控
制

第
六
十
三
容

戸、

O 

第
三
、
凹
説

占ノ、

。
で
あ
る
。

川
上
教
伎
は
『
郁
E
ト
モ
と
訓
む
の
で
、
件
遺
白
ト
モ
ノ
ミ
ヤ
ヴ
コ
と
い
う
古
訓
に
凶

b
れ
、
仲
遣
を
以
℃
品
部
主
率
い
て
朝
廷
に

仕
え
る
も
の
と
解
す
る
設
も
あ
る
が
、
品
部
を
率
い
て
朝
廷
に
仕
え
る
氏
族
は
回
以
下
殆
ど
す
べ
て
の
カ
パ
ネ
を
有
す
る
も
の
に
亙
る

白
で
あ
る
か
ち
、
特
花
仲
迭
だ
け
が
品
却
を
率
い
て
朝
廷
忙
仕
え
る
も
む
と
す
る
を
得
な
い
。
ま
た
多
数
回
氏
族
が
各
一
定
白
所
謂
職

務
を
も
っ
て
朝
廷
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
'
と
し
て
も
、
ぞ
れ
が
す
べ
て
也
氏
族
に
及
ん
だ
も
む
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
中
時
)
効
論
、
と
れ
ら
の
氏
族
も
朝
命
を
牢
じ
て
貢
賦
を
納
め
、
臨
時
白
物
資
努
力
白
徴
牧
に
も
応
じ

τ
い
た
ろ
う
が
、
そ
れ
は
必
歩

し
も
職
務
と
も
職
業
と
も
い
わ
れ
な
い
、
車
陀
己
れ
を
地
方
家
族
D
貢
献
と
見

τも
よ
か
ろ
う
と
思
う
Q

ま
た
と
れ
に
属
す
る
人
民
は
.

特
に
定
ヲ
た
職
業
は
な
く
と
も
同
一
氏
放
を
主
長
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
一
闘
を
得
し
て
品
部
主
形
成
し
、
氏
族
む
名
を
以

τそ
の
品
部

の
名
和
と
す
る
も
の
と
考
え
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
』
左
越
べ
、
要
す
る
に
『
品
部
は
も
と
各
氏
族
所
属
の
人
民
で
あ
う
て
、
概
し

τ

氏
族
の
名
稽
を
以
て
品
部
の
名
稲
と
し

τ沿
G

た
、
従
ワ
て
ロ
間
部
の
名
栴
は
己
れ
を
領
す
る
民
族
自
名
桝
で
、

そ
白
職
務
職
業
に
よ
っ

τ和
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
』
と
給
ん
で
居
ら
れ
る
が
ヰ
概
ね
肯
潔
に
首
る
。

と
白
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
先
A
Y
朝
廷
に
は
直
属
白
郁
が
あ
っ
た
符
で
あ
る
。
モ
の
部
の
民
は
犬
和
の
六
腕
に
住
み
、
機
械
腕
主
ち

が
ζ

れ
を
管
治
し
て
い
た
と
一
臆
考
え
る
。
併
し
な
が
ら
、
朝
廷
直
属
白
部
と
し

τ史
乗
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
大
部
分
新
た
忙

編
制
せ
ら
れ
た
品
の
で
あ
っ
た
。
新
た
に
部
を
編
制
す
る
に
は
、
匹
辿
図
遁
な
ど
か
ら
そ
の
民
主
徴
す
る
の
が
例
で
あ
。
ー
た
が
、
と
の

外
に
氏
妹
階
級
に
じ
て
刑
罰
比
よ
っ
て
そ
の
地
位
世
田
記
さ
れ
亡
生
じ
た
部
が
あ
り
、
捕
虜
や
齢
化
人
を
以
て
編
制
し
た
部
が
あ
る
。
市

し
て
そ
れ
ら
は
概
ね
特
殊
の
職
務
を
以

τ奉
仕
す
る
こ
と
を
要
請
せ
ち
れ
、
そ
の
奉
仕
に
首
っ
て
と
れ
を
率
い
る
も
の
を
仲
迭
と
栴
L

た
結
果
、
「
郁
と
は
作
浩
に
率
い
ら
れ
て
特
殊
の
職
務
を
以
て
朝
廷
に
仕
え
る
も
の
』
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



と
う
し

τ朝
延
陀
直
属
す
る
部
は
、
部
一
般
若
〈
は
盟
友
る
部
か
ら
特
殊
白
部
べ
と
そ
の
概
念
を
師
型
化
し
、
『
ロ
間
部
』
と
し
て
観
念
せ

ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
皇
族
・
貴
族
及
び
地
方
豪
族
は
引
頼
き
部
一
般
、
即
ち
農
排
を
以

τ主
た
る
生
業
と
す
る
隷
田
崎
氏
を
持
う

τい

た
。
改
新
白
詔
に
見
え
る
「
匡
一
述
、
山
什
詮
、
h
幽
遣
、
村
首
白
有
て
る
部
曲
の
国
民
同
大
化
二
ム
a
D
御
下
聞
に
あ
る
「
共
の
群
の
臣
漣
及
び

ましの

作
遇
、
園
建
白
有
て
る
昔
在
天
皇
の
日
陀
置
き
け
る
子
代
入
部
、
皇
子
等
科
に
有
て
る
御
名
入
部
、
皐
粗
大
凡
の
御
名
入
部
』
、
或
は
中

大
兄
皇
子
が
百
八
十
一
所
白
屯
倉
と
共
に
献
上
せ
ら
れ
た
五
百
二
十
四
日
の
入
部
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
皇
極
朝
に
蘇
我
版
夷
が
「
摩

園
の
民
弁
せ
て
百
八
十
の
部
曲
E
愛
し
て
』
自
分
と
そ
の
子
入
鹿
白
墓
主
強
め
遣
。
た
こ
と
は
、
蘇
我
氏
が
多
く
白
部
尽
を
持
。
て
い

た
と
と
を
一
不
す
が
、
更
忙
諸
々
の
開
港
や
願
主
が
屯
倉
の
田
部
・
鍵
丁
を
奉
献
し

τ
い
る
こ
と
、
も
、
同
様
。
事
を
物
語
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
部
は
邸
ち
氏
で
あ
り
ま
た
対
で
あ

D
て
、
央
々
の
部
に
氏
ノ
上
が
あ
っ
た
と
す
札
ぽ
、
部
民
即
ち
一
般
人
民
白
木

来
の
所
属
関
係
は
、
天
皇
か
ら
始
っ
て
村
首
に
至
る
各
階
居
の
氏
ノ
上
に
隷
属
す
る
に
あ
り
、
己
白
所
属
関
係
は
可
な
り
劃
然
と
し
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
恰
も
巾
世
封
建
枇
舎
に
や
け
る
各
階
居
白
領
主
ー
と
そ
白
領
民
と
白
関
係
白
よ
う
に
、
部
民
白
奉
仕
は
原
則
と
し

て
そ
白
直
属
白
氏
ノ
上
に
劃
す
る
も
の
に
限
ら
れ

τい
た
で
あ
ろ
う
。

止
と
ろ
が
金
闘
の
君
長
と
し
て
の
天
皇
の
地
位
が
高
ま
り
、
勢
力
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
そ
白
劃
然
た
る
姿
は
，
次
第
に
，
失

b
れ
た
。

崇
一
柳
朝
に
制
度
化
し
た
と
い
わ
れ
る
弓
甥
調
・
手
末
調
は
、
天
皇
が
諸
氏
ノ
上
所
属
の
私
見
に
も
調
課
徴
制
度
を
及
ぼ
さ
れ
た
第
一
段

で
あ
ろ
う
。
宮
殿
や
御
陵
白
築
活
そ
白
他
の
た
め
に
諸
閣
か
ら
丁
俊
郎
ち
篠
役
労
働
主
徴
愛
せ
ち
れ
た
と
と
は
、
そ
白
第
二
段
で
あ
っ

て
、
例
え
ば
皇
極
朝
K
百
憐
大
寺
築
造
白
た
め
に
近
江
ど
越
の
丁
を
設
し
、
宮
殿
諸
島
百
白
た
め
に
遠
江
か
ら
安
審
に
至
る
諸
園
比
丁
役

を
課
し
た
こ
と
は
有
名
記
事
貨
で
あ
る
が
、
同
様
の
事
は
恐
ら
〈
所
謂
古
墳
時
代
陀
ま
で
遡
り
得
る
で
あ
ろ
う
ロ
更
に
屯
倉
白
耕
作
に

蛍
る
田
部
・
鐙
丁
が
諸
氏
自
私
民
世
徴
愛
し
て
編
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
、
い
う
ま
で
も
&
い
。
尤
も
ど
の
調
や
丁
役
は
そ

ノ

一
七

上
代
挺
舎
町
封
建
制

第
大
十
三
倍

J、

第
三
、
四
回
調

~と



上

代

世

骨

の

封

極

制

第

六

十

三

番

た
C
ま

つ

お

き

白
馬
を
私
有
す
る
人
々
を
介

L
℃
行
わ
れ
た
o
j

大
化
一
万
年
の
謂
に
「
調
賦
を
進
る
時
に
及
び
で
は
、
共
白
回
連
作
遁
等
先
づ
自
ら
牧
赦

μ
さ

み

き

ざ

ま

め
て
然
る
後
陀
分
ち
進
め
、
宮
殿
を
修
治
め
園
陵
を
築
き
造
る
に
、
各
己
が
民
を
率
ゐ
て
、
事
に
随
ひ
て
作
る
』
と
あ
る
の
が
そ
れ
を

示
ナ
。
け
れ
ど
も
、
調
役
課
徴
制
度
白
愛
速
に
伴
い
、
貴
族
・
豪
族
私
有
の
民
は
、
+
九
州
刑
に
天
皇
白
直
轄
民
た
る
白
性
質
を
帯
び

τ戎

人

第
ヨ
、
四
時
四

f、

た
の
で
あ
お
。

書
記
に
見
え
る
『
公
民
』
高
は
『
蹴
却
の
民
』
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
設
が
あ
る
が
、
川
上
教
授
白
さ
つ
に
、
本
来
白
私
民
に
し
て
、

今
や
氏
族
白
管
理
主
受
け
る
に
止
ま
り
、
直
接
朝
廷
に
謝
す
る
公
の
義
務
を
負
擁
す
る
よ
う
忙
在
っ
た
も
の
が
邸
ち
公
民
で
あ
る
と
解

す
る
む
が
、
最
も
受
賞
な
よ
う
巴
思
わ
れ
る
。

r」
れ
を
そ
の
所
有
4
4
陀
印
し
て
見
れ
ば
、
匝
漣
友
ど

ρ姓
は
次
第
に
官
職
的
性
質
主
濃

厚
に
し
、
多
〈
士
清
白
氏
ノ
上
が
任
ぜ
ら
れ
た
園
造
・
服
主
た
ど
も
氏
族
園
家
の
首
長
た
る
由
本
来
的
友
地
位
主
夫
ラ

τ、
そ
白
私
見

で
あ
り
伝
が
ち
，
次
第
に
公
民
と
注
り
行
く
都
民
を
持
つ
に
池
有
た
い

E
と
と
な
う
た
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
忙
、

も
、
封
建
問
た
闘
係
が
衣
第
に
集
権
的
に
統
一
せ
ら
れ
O
う
あ
っ
交
の
が
、
上
代
白
姿
で
あ
っ
た
。

人
民
閥
係
K
沿
い
て

註

内
問
陣
士
「
日
本
極
端
問
奥
の
肝
究
」
下
、
一
五
一
貰
。

川

上

音

量

空

襲

と

昔

話

度

」

(

離

目

露

見

、

第

一

容

)

篤
参
照
。

k

h

同
上
「
皇
威
の
援
民
主
氏
姓
制
度
」
一
一
一
八
頁
以
ド
。
「
日
本
有
代
批
脅
且
の
研
究
」
三
九
頁
以
下
、
王
丸
瓦
以
下
。

ニ
0
・
二
四
頁
、

h

は
お
同
氏
著
「
目
本
古
代
枇
合
且
の
研
究
」
第
一

(3) 

四

封
建
祉
曾
か
ら
集
構
図
家
へ

以
上
一
二
項
に
分
っ
て
述
べ
た
と
と
ろ
を
併
せ
要
約
す
る
お
ら
ば
、
氏
ノ
上
主
首
長
と
し
て
濁
立
し
た
多
く
り
氏
族
園
家
が
、
天
皇
を

官
長
と
す
る
大
和
町
家
K
よ
っ
て
統
令
せ
ち
れ
た
際
の

b
が
圏
全
慢
の
姿
は
、
ま
さ
に
封
建
的
で
あ
っ
た
。



第
一
、
そ
む
に
は
十
一
蹴
並
び
比
人
民
支
配
白
分
割
が
あ
う
た
。
土
地
及
び
人
民
主
権
主
分
割
保
持
し
た
も
の
は
、
元
の
氏
ノ
上
で
あ

る
が
、
天
皇
自
ら
も
大
和
の
大
燃
を
直
接
K
支
配
廿

ιれ
た
と
い
う
苦
味
で
、
一
個
の
封
建
領
主
で
あ
ヨ
た
と
い
っ

τよ
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
天
皇
と
輔
氏

J
h
と
の
閥
係
は
、
後
者
が
前
者
白
官
職
に
就
き
及
び
貨
物
を
進
貢
し
、
一
前
煮
は
後
者
に
土
地
人
民
の
支
配

権
を
確
認
す
る
と
い
う
形
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。
帥
ち
そ
れ
は
御
恩
と
奉
公
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
乙
白
聞
係
を
明
示
す
る
も
町
は
↓
常

凶
白
斡
了
者
』
を
閥
迭
に
任
じ
て
朝
径
の
蕃
厩
と
し
た
と
と
で
あ
り
、
諸
壬
問
を
凶
浩
に
住
仁
て
任
同
聞
に
赴
か
せ
た
場
合
も
同
線
で
あ

I

L

q

や

っ

と

¥

し

る

し

マ

る
つ
成
務
紹
に
『
諸
岡
開
花
令
し
て
、
以
て
岡
部
に
遁
長
を
立
て
、
燃
凸
比
稲
置
配
置
き
)
世
に
椅
矛
を
開
明
ひ

τ以
白
て
去
と
震
す
」
と
あ

る
よ
う
に
、
闘
浩
ら
は
そ
白
土
地
人
氏
支
配
を
認
め
ら
れ
た
詮
擦
ー
と
し
て
柿
と
矛
と
を
賜
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
強
ち
地
方
官

に
限
ら
れ
宇
、
夫
相
官
天
皇
が
大
氏
の
氏
ノ
上
虻
太
刀
を
、
小
氏
白
氏
ノ
上
に
は
小
刀
を
賜
円
以
た
と
と
は
、
同
遇
以
下
に
謝
す
る
と
同
じ

意
味
の
事
が
、
中
央
に
官
職
を
奉
巳
て
い
る
人
々
に
封
し
て
も
古
く
か
ち
行
わ
れ
て
い
た
と
と
を
物
滑
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
各
氏
ノ
上
が
支
配
す
る
土
地
は
村
を
車
位
と
し
、
小
友
る
も
の
は
一
村
を
支
配
す
る
忙
過
ぎ
友
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
大

な
る
も
の
は
一
圏
一
郡
に
及
び
、
そ
れ
が
諸
闘
に
散
在
す
右
場
合
も
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
而
し
℃
大
小
の
氏
ノ
上
の
聞
に
は
、

，
一
京
支
ま
た
は
統
屈
の
関
係
に
基
い
て
主
従
閥
係
が
給
ば
れ
て
居
見
従
っ
て
そ
と
に
階
層
関
係
が
お
っ
た
で
あ
ろ
う
E
と
は
容
易
に
推

祭
せ
ら
れ
る
。
彼
等
の
支
配
下
の
民
が
帥
ち
部
」
民
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
隷
田
樹
氏
で
あ
心
て
も
奴
隷
で
は
な
か
ワ
た
c

彼
等
品
耕
地
そ
の

も
白
乃
至
は
そ
の
用
谷
椿
を
持
ち
、
そ
白
代
償
と
し
て
直
属
也
氏
ノ
上
位
貢
物
や
格
役
労
働
を
捧
げ
て
い
た
。
各
氏
ノ
上
は
と
の
奉
仕

と
自
己
の
所
持
す
る
土
地
の
牧
入
と
在
来
礎
止
し
で
、
上
級
白
氏
ノ
上
、
特
に
天
皇
に
宰
仕
す
る
と
い
う
閥
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
G

て、

そ
の
自
ら
所
持
す
る
土
地
が
所
調
困
惑
で
あ
っ
た
。

と
と
ろ
が
、
以
上
の
封
建
的
左
拷
関
係
の
中
に
は
、
集
権
的
統
一
園
家
へ
む
傾
向
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
と
れ
を
不
す
も
の
と
し

上
代
位
曾
の
封
建
制

第
六
十
一
一
一
審

J、、

第
三
、
回
輯

ブL



上
品
川
世
脅
の
封
建
制

第
六
+
百
一
容

^ 
四

事一一一、田山田

O 

て
第
一
虻
屯
倉
の
設
置
が
あ
品
。
と
れ
は
組
問
氏
ノ
上
が
所
持
す
る
間
十
世
を
割
い
て
朝
廷
白
直
営
地
と
し
た
だ
け
で
泣
く
、
と
れ
を
耕
作

す
る
間
部
・
鍵
丁
を
諸
氏
む
都
民
に
課
徴
し
た
と
い
う
意
味
で
、
彼
等
，
D
支
配
力
D
削
小
を
物
語
る
。
第
二
は
朝
起
が
諸
氏
の
都
民
K

も
調
や
佼
を
賦
課
せ
ら
れ
る
粍
至
。
た
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
勿
論
氏
ノ
上
主
通
じ
て
行

b
れ
た
と
と
ろ
で
は
あ
る
が
、
朝
廷
〈
白
誰

買
が
原
則
ー
と
た
り
、
氏
ノ
上
九
は
詮
申
そ
心
幾
分
を
釦
い
て
収
得
す
る
に
止
ま
る
己
と
に
た
ワ
た
ζ

と
は
、
集
機
的
統
一
瞬
家
へ
の
傾

か

L'

向
を
最
も
よ
く
表
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
は
闘
司
C
波
遣
で
あ
る
。
景
行
記
に
は
彦
狭
z晶
玉
在
京
山
道
十
五
闘
む
都
替
に
任
じ

た
己
と
が
見
え
、
同
紀
及
び
感
神
紀
に
は
武
内
府
繭
を
北
陸
・
京
圏
及
び
筑
紫
K
過
し
て
百
姓
を
監
察
さ
せ
た
と
と
が
見
え
て
い
晶
が
、

と
れ
ら
は
恐
ら
く
闘
遺
色
白
行
紋
率
的
却
を
目
的
と
し
た
一
も
の
で
あ
円

J

て
、
闘
司
汲
法
む
先
駒
形
態
で
あ
ろ
う
。
改
勤
前
C
闘
司
は
、
随

時
受
持
の
闘
に
赴
き
、
部
門
@
戸
籍
を
作
り
及
び
回
仰
を
勘
校
す
る
と
と
主
主
た
る
任
務
と
す
る
も
の
r

で
あ
っ
て
『
闘
に
在
り
て
罪
を

こ

ど

わ

き

は

判
る
と
と
を
相
何
十
』
と
か
『
京
区
上
ら
む
時
に
は
、
多
忙
百
姓
を
己
に
綻
ふ
と
去
を
符
歩
、
唯
闘
詑
ふ
抑
制
を
従
は
し
む
る
と
と
を
得

初
、
必

む
。
但
し
公
事
を
以
て
牲
掠
拡
む
時
は
、
都
内
の
馬
忙
騎
る
と
と
を
特
、
都
内
田
飯
を
食
ふ
に
と
を
符
』
と
か
白
制
限
が
あ
り
、
枠
令

制
下
白
闘
司
と
頗
る
性
栴
を
異
に
し
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
地
方
長
官
た
る
べ
き
件
慎
む
も
回
で
あ
り
た
。
品
や
こ
れ
ら
の
闘
同
の
中

に
は
、
古
の
制
限
に
も
拘
ら
す
、
朝
威
主
新
り
て
闘
諮
ら
に
臨
み
、
そ
む
財
物
を
強
要
り
、
自

ι人
民
の
訴
訟
を
裁
く
も
の
も
中
一
な
か

ら
す
、
ま
た
閤
誼
の
中
忙
も
図
司
に
賄
賂
を
贈
っ
て
私
利
を
管
む
も
の
が
あ
っ
光
の
で
あ
局
か
ら
、

l

今
や
朝
狂
の
駅
令
は
国
司
を
・
通

t

て
も
ま
た
十
分
に
地
方
忙
も
行
わ
れ
、
集
肱
情
的
統
一
国
家
の
来
礎
が
築
か
れ
つ
つ
あ
う
た
こ
と
が
鋭
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
集
棟
約
統
一
関
家
形
成
の
蹴
程
に
沿
い
之
、
先
A
T
封
建
領
主
た
る
の
性
格
を
院
し
た
も
の
は
天
皇
で
あ
っ
た
。
天
白
血
と
諸
氏

ノ
上
と
の
主
待
関
係
は
、
朝
廷
と
肯
僚
と
の
関
係
に
同
型
化
し
た
。
本
誌
の
直
轄
御
領
で
あ
る
大
和
田
六
腕
は
、
改
新
に
至
る
ま
で
特
別

に
取
扱

b
れ
た
と
は
い
え
、
益
岡
む
関
牒
む
住
民
に
も
調
役
が
諜
吐

ιれ
る
忙
及
ん
で
は
、
そ
の
直
轄
御
領
た
る
の
意
義
は
白
色
失
わ



れ
た
ロ
屯
合
の
増
設
は
-
一
見
し
て
天
皇
私
有
地
の
伸
明
大
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

こ
れ
に
は
皇
族
及
び
大
官
私
有
の
も
の
や
諸
官
司
所
属

の
も
白
も
多
く
、
且
っ
そ
の
耕
作
は
隷
属
農
民
に
よ
う
て
で
は
な
く
、
謀
術
労
働
に
よ
古
一
し
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か

ι、
夫
皐
の
私
地

私
民
白
増
加
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
夏
巨
人
民
間
係
忙
語
い

τも
、
特
殊
技
能
を
持
つ
者
は
品
部
冒
と
し
て
そ
の
奉
仕
を
強
化
せ

ら
れ
‘
制
度
化
せ
ら
仇
た
が
、
然
ら
ざ
る
者
は
調
役
を
負
捲
一
げ
る
所
制
公
民
と
な
畑
、
日
つ
会
見
の
範
聞
は
康
〈
閤
浩
・
願
主
白
支
配

す
る
蒋
闘
に
も
及
ん
売
。

ヘ

¥

「

天
皇
白
地
位
の
低
下
乃
至
は
勢
威
の
い
品
類
を
な
味
し
な
い
。
事
情
は
ま
さ
に
設
で
あ
っ
た
。
印
ち
大
和

同
家
白
首
長
乃
五
夫
良
氏
の
氏
ノ
L
』
か
ら
日
本
閣
の
-
氾
背
に
上
り
、
人
情
閣
の
土
地
人
民
に
封
ず
る
開
係
は
、
間
接
怖
か
ら
弐
第
に
甫
接

的
と
な
っ
た
。
雄
略
古
人
皇
の
時
忙
確
立
し
た
三
蔵
分
立
白
制
度
は
、
必
宇
し
も
M
R
澗
脅
計
と
天
皇
家
計
と
幽
家
財
政
と
の
別
が
明
か
に

な
っ
た
と
と
を
一
万
す
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
閣
の
元
背
と
し
て
の
天
皇
白
地
位
が
催
立
し
て
来
た
過
程
古
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

殺
っ
て
屯
倉
の
増
設
や
全
閣
の
人
民
陀
謝
す
る
調
役
の
賦
課
は
芳
内
治
及
び
外
交
費
用
の
一
増
大
医
熔
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

天
皇
に
弐
で
封
建
領
主
た
る
の
地
伎
を
失
っ
た
も
白
は
、
大
田
・
大
法
な
ど
白
中
央
の
瀬
職
に
あ
る
氏
姓
階
級
で
あ
っ
た
ぜ
彼
等
も

本
来
は
氏
族
園
家
白
首
長
で
あ
っ
た
が
、
中
央
に
官
職
を
得
る
と
と
に
占
っ
て
、
土
地
人
民
に
封
ず
る
直
接
的
な
支
配
閥
係
か

ι弐
第

而
し
て
、
以
上
回
事
柄
は
、

¥ 

に
離
れ
て
行
っ
た
。
彼
等
の
主
左
る
牧
入
源
は
、
支
局
関
係
に
あ
る
氏
ノ
上
白
貢
納
や
困
惑
・
屯
倉
に
あ
っ
た
が
、
と
れ
ら
と
共
に
朝

廷
が
ら
賜
わ
る
食
封
が
あ
っ
た
と
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
改
新
に
際
し
て
阿
佐
内
麿
を
左
大
臣
に
、
蘇
我
倉
山
岡
石
川
牌
を
右
大

~
び
と

阻
に
、
中
巨
鎌
予
を
内
大
臣
に
任
じ
、
『
封
を
増
ナ
と
と
若
干
戸
』
と
あ
り
、
改
新
白
調
第
一
僚
に
は
、
部
闘
の
民
、
鹿
々
の
凹
燕
を
罷

、
ひ
t

め
、
「
の
り
て
食
封
を
犬
夫
以
上
に
賜
ム
と
と
各
差
あ
り
』
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
未
だ
断
定
む
限
り
で
は
な
い
が
、
中
央
の
官
僚

に
は
改
新
前
就
に
食
封
が
興
え
ち
れ
て
居
り
、
若
く
は
改
新
に
際
し
て
問
活
や
部
曲
白
馬
に
代
る
も
白
と
し
て
毛
れ
が
興
え
ら
れ
た
の

上
伶
舵
曾
の
封
睦
制

第
犬
十
三
春

i¥. 
E 

第
三
、
四
都



/ 

E
品
川
一
位
脅
の
封
建
制

第
六
ト
三
巻

第
一
一
一
、
四
盟

凡
穴

で
あ
っ
て
、
こ
の
事
は
、
私
地
私
民
の
所
有
者
で
あ
っ
た
彼
等
が
、
岡
家
D
官
僚
化
し
て
行
っ
た
事
貨
を
一
不
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
占
う
に
じ
て
彼
等
は
次
第
に
土
地
人
民
に
劃
す
る
直
接
的
支
配
の
開
係
を
離
れ
つ
ワ
あ
っ
た
。
粛
部
・
物
部
・
蘇
我
と
、
彼
等
が
絶

え
す
隆
替
し
て
い
る
白
仕
、
そ
巴
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

闘
誌
や
腕
主
に
住
ぜ
ら
れ
光
士
清
白
氏
ノ
ム
も
ま
た
弐
第
に
封
建
領
、
主
た
る
性
質
主
失
っ
た
。
彼
等
の
手
に
収
め
ら
れ
て
い
た
都
民

〆
の
貢
納
が
、
彼
等
を
介
し
て
で
は
あ

Z
が
、
朝
廷
へ
納
め
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
隷
属
の
部
民
が
次
第
に
公
民
化

し
て
行
う
た
か
ら
で
あ
る
。
但
し
彼
等
位
地
主
的
土
家
と
し
て
依
然
そ
由
勢
力
宜
保
持
し
た
。
そ
む
基
盤
と
友
A
J

た
も
り
は
、

同
一
組
ま

た
は
類
似
の
私
有
地
を
持
G
て
い
て
、
そ
り
耕
作
閥
係
を
通
じ
て
人
民
と
探
い
ワ
濯
が
り
を
保
っ
て
い
た
と
と
、
並
び
k
fハ
開
の
祖
神
ー

を
祭
る
と
胃
ど
に
よ
う
て
そ
白
地
方
に
島
け
る
凸
一
部
電
気
と
仰
が
れ
た
と
と
、
な
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、
朝
廷
の
勢
威
が
伸
張
し
て
、
中
央
か

ι波
遣
さ
れ
る
園
司
に
そ
由
政
治
的
活
動
を
束
縛
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
は
い
え
、
武
勢
力
は
衰
え
た
わ
け
で
は
泣
く
、
ま
た
都
民
の

貢
納
が
品
川
左
朝
怪
へ
校
在
、
自
己
白
収
め
る
と
と
ろ
は
徴
税
手
放
料
に
外
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
私
有
地
の
拡
張
や
開

墾
に
よ
っ
て
依
然
大
在
る
牧
入
制
酬
を
確
保
し
た
と
と
で
あ
ろ
う
。
改
新
後
彼
等
白
多
く
が
郡
司
に
任
ぜ

ιれ
一
律
令
制
度
が
衰
類
す
る

に
及
ん
で
は
、
武
士
階
級
む
中
轄
と
し
て
越
顕
し
て
来
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
。

一
般
の
人
民
は
本
来
的
虻
は
部
民
で
あ
り
、
各
氏
ノ
上

ι直
接
隷
即
断
す
る
私
民
で
あ
っ
た
。
併
し
籾
成
の
仲
間
町
》
一
日
ハ
に
、

一
部
技
能
者
が
品
部
在
し
て
残
さ
れ
た
外
は
、
共
都
に
公
民
止
な
り
、
制
や
役
主
朝
伝
に
聡
す
る
と
と
に
在
っ
た
。
尤
も
己
れ
陀
よ
勺

て
彼
等
む
生
活
が
改
善
せ
ら
れ
た
と
は
蒋
え
ら
れ
な
い
。
調
や
伎
は
そ
白
棒
叫
り
る
針
象
が
鐙
っ
た
だ
付
」
で
あ
り
、
む
し
一
九
火
節
忙
封
建

的
支
配
力
を
失
つ

τ行
〈
貴
族
や
士
誕
の
搾
取
は
益
々
強
烈
と
た
っ
た
で
あ
る
ラ
。
改
新
白
諮
忙
見
え
る
よ
う
に
、
或
は
山
川
薮
樺
の

利
附
権
を
奪

b
れ
、
進
リ
ん
で
は
耕
地
を
も
衆
併
せ

ιれ
て
、
特
針
山
中
地
も
泣
い
者
が
多
数
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
都
民
か
ち
の

ザ

，

¥ 最
後
に
、



解
放
過
程
は
、
負
権
白
貼
h
ら
は
逆
位
過
重
の
過
程
で
あ
っ
た
と
見
る
と
と
が
で
き
よ
う
。
班
回
牧
授
白
法
が
関
滑
に
行
わ
、
れ
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
か
か
る
人
民
の
暗
黙
白
諜
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
が
。

要
す
る
に
、
上
代
杭
品
聞
は
氏
族
制
度
を
根
祇
と
す
る
原
始
的
封
建
一
世
舎
か
色
集
権
的
統
一
園
家
へ
向
わ
ん
・
と
す
る
温
液
的
祉
舎
で
あ

円
J

売
。
大
化
改
新
は
、
モ
白
歴
史
的
意
義
を
壬
政
復
古
陀
求
め
よ
う
と
す
る
皐
者
も
あ
る
が
、
η
そ
う
で
は
左
く
て
、
治
白
履
史
的
必
然

白
流
れ
に
癒
じ
て
行
b
れ
た
政
治
的
・
枇
合
的
獲
革
で
あ
っ
た
。
そ
の
窯
識
過
程
が
、
大
陸
か
ら
泊
り
来
る
底
力
に
鈎
抗
ぜ
ん
と
し
、

市
も
大
陸
自
制
度
文
物
に
倣
わ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
と
と
は
、
い
う
ま
で
も
た
い
。
か
上
う
に
大
化
改
新
い
か
歴
史
的
危
必
然
D
流
れ
を

人
潟
的
に
完
成
じ
た
も
白
で
あ
る
と
い
う
て
も
、
そ
と
に
は
在
吾
、
集
構
図
家
的
統
一
を
方
向
歩
け
た
基
礎
が

E
E
に
あ
っ
た
か
と
い

う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
の
恭
礎
白
一
う
は
、
朝
起
と
の
聞
係
に
t
M

い
て
良
工
生
産
力
が
護
速
し
た
と
と
で
あ
ろ
う
。
附
川
車
虻
と

れ
を
見
る
と
、
池
端
白
問
委
そ
り
他
進
歩
し
た
良
法
の
貨
施
は
朝
廷
に
ゐ
い
て
行
わ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。
工
謹
や
建
築
む
上
回
新

技
術
も
朝
廷
に
な
い
一
工
、
若
く
は
朝
廷
を
介
し

τ採
山
市
せ
ら
れ
た
。
而
も
由
民
て
生
産
力
白
護
展
を
促
す
べ
き
新
し
い
V

生
産
技
術
は
、
主

と
し

τ朝
廷
と
朝
併
及
び
漢
土
の
諸
帝
と
の
遁
交
に
よ
っ
て
も
た

ιさ
れ
た
也
白
で
あ
る
が
故
佐
、
右
白
生
産
力
白
進
歩
、
従
っ
て
封

建
祉
脅
か
ら
集
権
問
家
的
統
一
へ
の
傾
向
は
、
ま
さ
に
世
界
史
的
注
流
れ
の
一
節
虻
外
な
ら
な
か
う
た
白
で
あ
る

G

例
え
ば
抜
本
博
士
「
大
化
政
新
の
」
師
究
」

註

(1) 

上
代
世
曹
の
封
健
制

第
六
十
コ
一
四
百

戸、
t二

第
三
、
四
披




